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本日のパネルディスカッションについて本日のパネルディスカッションについて

パネリストご紹介パネリストご紹介

エンタープライズエンタープライズ2.02.0導入意向調査導入意向調査

エンタープライズエンタープライズ2.02.0に取り組むベンダーに取り組むベンダー
動向動向

エンタープライズエンタープライズ2.02.0の注目技術の注目技術

自社製品におけるエンタープライズ自社製品におけるエンタープライズ2.02.0製製
品への取り組み品への取り組み
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パネルディスカッションの進めパネルディスカッションの進め
方方

通常のパネルディスカッションでは、１つ通常のパネルディスカッションでは、１つ
のテーマについて各パネリストがそれぞのテーマについて各パネリストがそれぞ
れの立場から意見を述べるという形ですれの立場から意見を述べるという形です
が、今回は、個別のテーマについてパネが、今回は、個別のテーマについてパネ
リストが話したあと、パネル間での質疑応リストが話したあと、パネル間での質疑応
答を行うという形で進めようと思います。答を行うという形で進めようと思います。

パネリストご紹介パネリストご紹介

風穴　江風穴　江
–– フリーランスジャーナリストフリーランスジャーナリスト

中島　由弘中島　由弘
–– 株式会社インプレス株式会社インプレスR&DR&D　　インターネットメディア総インターネットメディア総
合研究所　所長合研究所　所長

林　雄代林　雄代
–– 日本電気株式会社　市場開発推進本部　ニュー日本電気株式会社　市場開発推進本部　ニューITIT
エバンジェリストエバンジェリスト

若尾　正樹若尾　正樹
–– 日本アイ・ビー・エム株式会社　ソフトウェア開発研日本アイ・ビー・エム株式会社　ソフトウェア開発研
究所究所
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風穴　江風穴　江

–– フリーランスジャーナリストフリーランスジャーナリスト

–– スーパーアスキー記者、スーパーアスキー記者、Linux JapanLinux Japan編集長編集長

を経て、フリーランスジャーナリスト。を経て、フリーランスジャーナリスト。

––主にオープンソースの業界を中心として活動主にオープンソースの業界を中心として活動
しているが、最近のエンタープライズしているが、最近のエンタープライズ2.02.0の動の動
向にも注目し、さまざまなベンダーへの取材向にも注目し、さまざまなベンダーへの取材
を通じて執筆活動に従事している。を通じて執筆活動に従事している。

中島　由弘中島　由弘
––株式会社インプレス株式会社インプレスR&DR&D　　インターネットメディインターネットメディ
ア総合研究所　所長ア総合研究所　所長

–– インターネットマガジン編集長などの雑誌編インターネットマガジン編集長などの雑誌編
集長に長年携わり、集長に長年携わり、19951995年から「インターネッ年から「インターネッ
ト白書」などの調査事業にもかかわり、現在ト白書」などの調査事業にもかかわり、現在
は、インターネット業界の市場動向調査・技は、インターネット業界の市場動向調査・技
術動向のリサーチ、調査レポートの出版、コ術動向のリサーチ、調査レポートの出版、コ
ンサルティング業務に携わる。ンサルティング業務に携わる。
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林　雄代林　雄代

––日本電気株式会社　市場開発推進本部　日本電気株式会社　市場開発推進本部　
ニューニューITITエバンジェリストエバンジェリスト

––日本電気社内の研究所との連携により、新日本電気社内の研究所との連携により、新
たなたなITIT技術の調査研究に携わり、幅広い分技術の調査研究に携わり、幅広い分

野の講演、企業向けソリューションのコンサ野の講演、企業向けソリューションのコンサ
ルティングに従事。ルティングに従事。

若尾　正樹若尾　正樹

––日本アイ・ビー・エム株式会社　ソフトウェア日本アイ・ビー・エム株式会社　ソフトウェア
開発研究所開発研究所

–– IBMIBMのマッシュアップツールのマッシュアップツールQEDWikiQEDWikiをはじをはじ
め、め、Web2.0Web2.0テクノロジーのエンタープライズテクノロジーのエンタープライズ

におけるソリューション開発に携わる。現在におけるソリューション開発に携わる。現在
は、大和研究所独自のマッシュアップ開発ツーは、大和研究所独自のマッシュアップ開発ツー
ルに取り組んでいる。ルに取り組んでいる。



5

日本企業のエンタープライズ日本企業のエンタープライズ2.02.0
利用動向調査報告利用動向調査報告

調査調査内容内容

調査の結果どのようなことが明らかになっ調査の結果どのようなことが明らかになっ
たのかたのか

国内ベンダーにおける国内ベンダーにおけるWeb 2.0Web 2.0
テクノロジーへの取り組みテクノロジーへの取り組み

これまで取材したベンダーでは、エンターこれまで取材したベンダーでは、エンター
プライズプライズ2.02.0に対してどのような対応をしに対してどのような対応をし
ているかているか

ベンダー間の対応の違い、消極的なベンベンダー間の対応の違い、消極的なベン
ダーと積極的なベンダーダーと積極的なベンダー

企業に対するソリューションとして何を提企業に対するソリューションとして何を提
供しようとしているのか供しようとしているのか



6

エンタープライズエンタープライズ2.02.0の技術のの技術の

中で注目すべき技術中で注目すべき技術

企業にとって貢献するソリューションは何企業にとって貢献するソリューションは何
かか

NECNECでの実際の取り組みとして効果の上での実際の取り組みとして効果の上
がっているソリューションは何かがっているソリューションは何か

StarOfficeXStarOfficeXでは、どのようなメリットを提では、どのようなメリットを提

供するのか供するのか

自社製品におけるエンタープラ自社製品におけるエンタープラ
イズイズ2.02.0製品への取り組み製品への取り組み

ＱＥＤＷｉｋｉやＱＥＤＷｉｋｉや現在開発されている現在開発されているツールツール
でＩＢＭは何を目指しているのかでＩＢＭは何を目指しているのか

具体的にどのようなことが実現可能なの具体的にどのようなことが実現可能なの
か（デモ）か（デモ）

運用上課題となることは何か運用上課題となることは何か


